
2 パワーシャーブナー型あ、よびチッパー型ソーチェーンの切削性能に検討を加えたが,

パワーシャブナー型およびチッパー型ソーチェーンの期種別鋸断動力計算式の解析をお、・ 

こ左い,実験的にも立証を行なった。

(効率的利用)

1 この研究はかなり多くの人員と期間お・よぴ経赍を要するものが多いが,スタッフの関 

係もあって初期のパイロット的陶査研究に基づき,简易左調秃計画を立案し,これを菌 

有林の現場および府県の試験研究機関に流し,プロシエクトリーデンダによって成彖の 

拡充と技術改良普及の拠点の水準向上に役立たせる。

2 根株アンカーについての解析については,根侏アンカーの破塩されて行く状態を記録 

した16皿ンネフィルムを使い,応動の中心点の推移を追託して土中における根系と, 

それに抱えられる土塊の破壊にいたるメカニズムを推測する手がかりをえた。

5 ガイト•ブロックの側枝の形状,宦心点の位從,吊り课の形状と長さ左どについての改 

良試案を作り,メーカーに試作を勧告し,現適試験を実施中である。

4 作業索張力監視装旗は,バネ式張力計と可変覚気抵抗器の組み合せによる信易遠隔読

取り装縫の試作器の改良と現適試験を継続中である。

4昭和44年度の試駿計画

! 前年度に引きっづき,各種の構造の綱索について疲労試験を行左い,各鎚の寿命お、よ 

び疲労の特性を明らか时する。

2 作業索張力計設置を前提とした集材•機相方法の検討

5とくに訓練した優秀相員によるチェーンソー作業技術改善試験

14 .林道機械施工の地質区分

1試験担当者

機械化部作業第二研究室：福田光正

2試験目的

機械施工を前提とした林道設計および施工において,切取土工の地質区分も,従来の人力作 

業をもとにした,主として工卓経験からの岩石分類表は,抽象的な表現で定性的に区分されて 

おり,地方,地質,判定者の個人差により見方が異なり,時に,それが紛争の因となっている 

ので+分でなく,ここに,近代科学に基いた合理的,かつ,具体的東判定方法により,機械作 

業を考慮した定性的で定：辭勺な岩質の程度と作業の雄易による岩石分類を土木の実用範囲にお 

いて行左い,更に,これを誰もが簡単に,間違い在く,一致した見方の出来る客観性のあるも 

のとするよう努める。

3昭和43年度の経追とえられた結果

岐皐県下の2林道,のべ9箇所(付知営林署管内4 ’小坂営林署管内5 )で,昭和4 2年度 

と同じ国産携帯用コンパクト型弾性波速度時間計を用い,ランブ表示による小規模な地震探査 

を行なった。いずれも石英斑岩である。P波平均速度は,付知のタッガヒゲ林道(測定距離 

2 6m, 土かぷり風化岩)てIは,施工前,測量中心杭基線て’〇• 2. 8 ～ 0. 71kayfiBCt施工中, 

表屈土を除去した風化岩(同所)上で。•5 3〜1.° 5加ノSee,施工後,切取のり面(同所)で 

0.5 7〜0.9 8為/Sec,路面(冋所)で〇 5 7-1.〇 2伽/令SC,であった。

小坂の第2槌谷林道(測定距離2 0 m , 一様の土石)では,施工亂,測底中心、杭基線で

0.51〜0.5 3切/Sec,施工後,切取のり面(同所)で〇般〇〜0.4 8切/SCC,路面(同所) 

で0.5 3〜0.71如/SGC,であった。さらに,同林道他所の施工後,切取のり面でA箇所(測 

定距離2 0m,多様の風化岩)では0. 6 4 ～ 0- 9 5 A«/SCC(低),0. 9 4〜1.3 4ね/Sec(中 

),1,3 9〜1.8 7席/館C(高)の3つの巾値がえられ,低,中,高における,、ンユミット・ 

テストハンマー値はおの治の3 3, 44〜5 7, 59～68であった。B箇所(測定距離3 〇 m , 

多様の風化岩)は0. 5 6〜0. 9 7脇/SGC(低),1.° 2〜1.41切パ佻(中),1.5 4〜 

1.7 2切/3CC(高)で,各シュミット値は,36〜42 ,55〜68 , 7 〇〜76であっむ

以上でえた値と現地の地質状態写真記録(昭和4 2年度よりカラーをやめ白黒写真としてい 

る)等により走時解析,地質的解釈のとりまとめを行左っている。

ピックアッブを直接,岩面にとりつけてするよ5な測定値は,バラツキがすくたく,実用範
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囲で岩質の程度とP波速度を関連づける方向が判然としてきた。欠点を知りつつ計器の性能を 

満度に活用すればこの方面への利用範囲はかなり広いと思われる。しかし,林地の基岩にかぷ 

った土上からする内部攪證は,種々の対策をこうじても比較的パラッキ多く,不安定を値を示 

し,しばしばとりまとめに變を生ずる傾向がみられた。これらは測定場所にお、ける測定機器の 

配殖,測線のとり方など試験目的に治った測定対象への打診,聴診技術の功拙にかなり影務す 

るが,このよう左場所での地質的解明には特に,一義的な時間表示のみでなく,シンクロスコ 

ーブその他による波の状態の観測記録や試堀結果の直接資料が必要となる。なお,P波速度値 

は媒質すべての侍性要素を含んでいるもので,個々の直接的要素である力学的特性(強度,等 

方と異方,均質と不均質等)や亀裂による区分に分離することが困難であるため,あくまで供 

試体の直接的な力学性よりくる値と相互関連させ適正左判断を下すよう努めなければならぬ。 

また火薬の問題を含めて導入作設機械の作業功程を工区毎に適確に把握することが現時点で, 

充分出来てい左いため,試験計面どおり作業の難易度とP波速度の関係を知るところまでいた 

ってい左い。過去の蓄積した数値を林道工事に活用し,実用化するためにはこの辺の結ぴっき 

が今二つ必須のことと左る。

・昭和44年度の試験計画

現地試験は,施工前の地山や施工後の切取りのり眉上などのバラツキが多く,不安定値を示 

す箇所の内部探査に限り,打撃起震による弾性波を携带用シンクロスコープで2現象觀測する。

室内実験は岩石試料や標準地質構造模型を対象に,発振子による超音波を特殊シンクロスコ 

ーブで2〜4現象の精密觀測をする。

な時,これらに関連した実用携帯計器の改良,開発も併せて行な5〇

-2 6-

15 •集材機作業の最適化

1試験担当者

機械化部：米田幸武

機械化部作業第1研究室:辻 隆道,渡部庄三郎

石井邦彦,桑康正明

" 機械第1研究室:上田 実,斉藤敏彦

富永貢,柴田順一

2試験目的

集材機は木材の集材にもっとも重耍な搬出機械であるが,地形,蓄稽,作業員の技術,索張 

り方式,機械の種類等多くの要因により作業方式も定型化せず最適の組合わせが解明されてい 

ない。以上のような要因を解析し,数式化して電子計算機を用いて最適化を図ろうとするもの 

である。

3昭和43年度の経過とえられた結果

最適化の問題を定式化するには眼:適化すべき値と決定すべき変数,与えられた条件の関係を 

求める必要がある。作業時間は樓条件との関係を回帰分析により検討を加えて持性を明らか 

にしつつ組立てを行なった。機械システ厶については架線設計理論,集材機の能力に検討を加 

え,集材機運転サイクルを求める方法を明らかにした。

集材作業にお、ける最適左作業方式の選択は集材機ばかりでなく,他の機械との比較において 

行なう必要がある。集材機と同様の手法によりトラクタ集材システムの理論的解明を行なった。

最適化の手法の開発については,それに必要な種々の変数の定式化を集材機作業およぴトラ 

クター作業について完成した。集材機灣については最適化計算の一例として長野営林局の_ 

事業地に適用し,昭和4 3冬11月作「集材機を中心とする運搬系システムに関する報告書」 

(林野庁業務課)に提出し,公刊されたトラクター作業については作業時間を見積るための「 

トラクタ作業の定式化」お、よび機械の性能を明らかにした「集材作業におけるトラクタの特性 

」として報告した。

4昭和44年度の試験計画

集遅材機は木材の集材に最も盧要な搬出材機であるが,地形,蓄稍,作業員の技術,索張り 

方式機械の種類等の多くの要因により作業方式も定型化せず,最適の組合せが解明されてい在


